
大阪広域水道企業団忠岡水道事業給水装置工事施行基準 

R4.4.1 

１. 本 管 

(1) φ７５ｍｍ以上 

 ダクタイル鋳鉄管（ＧＸ形Ｓ種内面粉体塗装）を使用すること。 

 切管挿し口の接合は、切管ユニット（ P-Link・G-Link ）を使用すること。（挿し口リングは不可） 

 曲管は、４５度以下を使用すること。（９０度の場合は、４５度２本） 

 ポリエチレンスリーブを使用すること。 

 管明示テープ及び埋設標識シートを設置すること。 

(2) φ４０ｍｍからφ５０ｍｍ 

 水道用ポリエチレン２層管(１種管)を使用すること。 

 水道用ポリエチレン２層管(１種管)は、水道用ポリエチレン管金属継手を使用すること。 

 管明示シート及びロケーティングワイヤーを設置すること。 

 仕切弁は、φ５０ｍｍ以上はソフトシール仕切弁、φ４０ｍｍは弁体ゴム付ゲートバルブを使用すること。 

 給水本管の分岐は、φ５０ｍｍ以上は不断水丁字管(SUSブッシュ)、φ４０ｍｍはサドル分水栓(ボール式)で施工すること。

また、サドル分水栓については、主管路が鋳鉄管の場合は密着コアを使用し、それ以外の場合は銅コアを使用すること。 

 消防署の指導で消火栓を設置する場合は、φ１００ｍｍ以上で配管すること。また、レバー式補修弁を使用すること。 

２. 給水管 

 給水管は、水道用ポリエチレン２層管(１種管)を使用すること。 

 水道用ポリエチレン２層管(１種管)は、必要に応じて水道用ポリエチレン管金属継手を使用すること。 

 ロケーティングワイヤーを密着させること。 

 集合住宅（ハイツ）等の場合は、公共用地境界から１ｍ以内に第１止水（ソフトシール仕切弁、４０ｍｍ以下は弁体ゴム

付ゲートバルブ）を設け、大阪広域水道企業団と所有者との管理区分とすること。 

 給水管の分岐は、φ７５ｍｍ以上は不断水丁字管(SUSブッシュ)、φ５０ｍｍ以下はサドル分水栓(ボール式)で施工するこ

と。また、サドル分水栓については、主管路が鋳鉄管の場合は密着コアを使用し、それ以外の場合は銅コアを使用するこ

と。 

 止水栓は、忠岡型盗水防止型止水栓（ボール式副栓付伸縮型）を使用すること。 

３. メーターボックス 

 メーターボックスは、蓋ＦＣＤ製（水マーク エポキシ樹脂粉体塗装 青色）とし、公共用地境界用コンクリート等に近

接させること。 

 受枠は、ＦＣ製 土留付 口径に合致したものを使用すること。 

 底は、モルタル、砕石、底板等で仕上げ、基礎とすること（土砂でないこと）。 

４. 変更・改造 

 １～３の項目に準じること。 

５. その他 

 残留塩素の反応を確認すること。 

 不明な点があれば、大阪広域水道企業団忠岡水道センターと協議すること。 


